








1967 年 3 月　　清風学園高等学校卒業
1967 年 4 月　　日本体育大学体育学部入学
1971 年 3 月　　日本体育大学体育学部卒業
1973 年 1 月　　	渡仏（ANTIBES）体操クラブ（GYMNASTIQUE・ANTIBES・JUAN・LES-
PINS）コーチ
1974 年 1 月　　フランスナショナルコーチ併任
1979 年 4 月　　仙台大学体育学部講師
1986 年 10 月	　仙台大学体育学部助教授
2001 年 4 月　　仙台大学体育学部教授
2011 年 3 月　　仙台大学　退職
【競技歴】
1970 年　全日本学生体操競技選手権大会　団体総合 1位，個人総合 1位
1970 年　ユニバーシアード・トリノ大会　団体総合 1位・個人総合 1位
































































































































































































てもせいぜい 9.30 〜 9.40 点くらいの得点である．
























































































































































































また，1968 メキシコ・オリンピックと 1972 ミュ
ンヘン・オリンピックの 2大会で個人総合優勝を
果たした加藤澤男氏は現役時代に，こんなことを
言っていた．「技に10回挑戦して8回成功すれば，
試合でまず失敗することはない．たまたま成功し
たとき，それが己の実力だと思い違いをする選手
がいる．」まさにそのとおりである．自分の能力
を知らなければ，どれくらい努力をしなければな
らないかもわからない．努力 6，能力 4で練習す
ればよいのか，或いは努力 9，能力 1の割合で頑
張らなければならないのか，自分の能力を把握し
ていなければトレーニング計画も立てることがで
きない．
現在スランプに陥っているせいで，競技成績が
伸びないと思いこみ悩んでいるあなた．そう，君
のことだよ．それはスランプでなく，自分の能力
を過信しているせいかも知れないよ！
“一技千本”やってみる価値があるかも．
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